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アジェンダ 
 

 プッシュ通知とは 

 デバイス・サポート 

 通知アーキテクチャー 

 サブスクリプション管理 

 通知 API 

– サーバー・サイド 

– クライアント・サイド 

 セットアップ 

– ガイドライン 

– プロジェクト構成 
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プッシュ通知とは 
 
 プッシュ通知は、サーバーからプッシュされる
メッセージを受信する、モバイル・デバイスの
機能です。  

 通知は、アプリケーションが現在実行中である
かどうかに関わらず受信されます。 

 通知は以下のようにいくつかの形式をとること
ができます (プラットフォームに依存)。 

– アラート: ポップアップ・テキスト・メッセー
ジ 

– バッジ、タイル: ショート・テキストまたはイ
メージを使用可能なグラフィカル表現 

– バナー、トースト: デバイス・ディスプレイの

上部にある、消えるポップアップ・テキスト
・メッセージ 

– 音声アラート 
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デバイス・サポート 
 

 IBM Worklight® では、以下のモバイル・プラットフォームのプッシュ
通知がサポートされます。 

– Android (2.3、4.x) 

– iOS 5、6、および 7 

– Windows Phone 8 
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通知アーキテクチャー 
用語 

 イベント・ソース 

– モバイル・アプリケーションが登録できるプッシュ通知チャネル。イベン
ト・ソースは Worklight アダプター内で定義されます。 

 デバイス・トークン 

– プッシュ・メディエーター (Apple、Google、または Microsoft) から取得
した固有 ID。Worklight Server から通知を受け取る特定のモバイル・デバ
イスの要求を識別します。 

 ユーザー ID 

– Worklight ユーザーの固有 ID。認証または他の固有 ID (パーシスタント 

Cookie など) を通じて取得します。 

 アプリケーション ID 

– Worklight アプリケーション ID。モバイル・マーケットで特定の 

Worklight アプリケーションを識別します。 
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通知アーキテクチャー 
サブスクリプション 

 プッシュ通知の受信を開始するには、アプリケーションがまずプッ
シュ通知イベント・ソースにサブスクライブする必要があります。 

 イベント・ソースは、プッシュ通知サービス用のアプリケーション
が使用する Worklight アダプターで宣言されます。 

 ユーザーはプッシュ通知サブスクリプションを承認する必要があり
ます。 

 ユーザーが承認を行うと、デバイスは、そのデバイスの識別に使用
されるトークンを取得するために、Apple、Google、または 

Microsoft のプッシュ・サーバーに登録され (「デバイス Y でのアプ
リケーション X の通知を許可」)、サブスクリプション要求を 

Worklight Server に送信します。 

– この操作は IBM Worklight  フレームワークによって自動的に実行
されます。 
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通知アーキテクチャー 
サブスクリプション 

プッシュ・ 

サービス・ 

メディエーター 

サブスクライブ API 

メソッドが呼び出さ
れると、デバイスは
プッシュ・サービス
・メディエーターに
登録され、デバイス
・トークンを取得し
ます (IBM Worklight 

によって自動的に行
われます)。 

Worklight アダプター・  
イベント・ソース 
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通知アーキテクチャー 
サブスクリプション 

プッシュ・ 

サービス・ 

メディエーター 

トークンが取得され
ると、アプリケー 
ションがイベント・
ソースにサブスクラ
イブします。 

 

どちらのアクション
も、後述のように 1 

つの API メソッド呼
び出しを使用して自
動的に行われます。 

Worklight アダプター・  
イベント・ソース 
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通知アーキテクチャー 
通知の送信 

 IBM Worklight は統一されたプッシュ通知 API を提供します。 

 アダプター API では以下を行うことができます。 

– サブスクリプションを管理する 

– バックエンドから通知をプッシュおよびポーリングする 

– プッシュ通知をデバイスに送信する 

 アプリケーション API では以下を行うことができます。 

– プッシュ通知イベント・ソースに対してサブスクライブおよび
アンサブスクライブする 

– 到着通知を処理する 
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通知アーキテクチャー 
通知の送信 

 通知を送信するためには、まずこの通知をバックエンドから取得する
必要があります。 

 イベント・ソースは、バックエンド・システムから通知をポーリング
でき、またバックエンド・システムが新しい通知を明示的にプッシュ
するのを待機することもできます。 

 アダプターが通知を取得すると、通知は処理され、対応するプッシュ
・サービス・メディエーター (Apple、Google、または Microsoft) を通
じて送信されます。 

 通知を前処理するために、カスタム・ロジックをアダプターに追加で
きます。 

 プッシュ・サービス・メディエーターが通知を受信し、それをデバイ
スに送信します。 
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通知アーキテクチャー 
通知の送信 

 

エンター 
プライズ・
データ・ 
ソース 

1. バックエンド・シス
テムからのポーリング
またはプッシュのいず
れかによって、
Worklight アダプター
・イベント・ソースが
通知を取得します。 

プッシュ・ 

サービス・ 

メディエーター 

Worklight アダプター・   
イベント・ソース 
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通知アーキテクチャー 
通知の送信 

 

エンター 
プライズ・ 
データ・ 
ソース 

2. アダプターが通知を 
処理し、それをプッシュ
・サービス・メディエー
ターに送信します。 

 

Worklight アダプター・   
イベント・ソース 

プッシュ・ 

サービス・ 

メディエーター 
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通知アーキテクチャー 
通知の送信 

 

エンター 
プライズ・
データ・ 
ソース 

3. プッシュ・サービス
・メディエーターが 
プッシュ通知をデバイ
スに送信します。 

Worklight アダプター・   
イベント・ソース 

プッシュ・ 

サービス・ 

メディエーター 
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通知アーキテクチャー 
通知の送信 

 

エンター 
プライズ・
データ・ 
ソース 

4. 受信した通知を
デバイスが処理し
ます。 
 

Worklight アダプター・   
イベント・ソース 

プッシュ・ 

サービス・ 

メディエーター 
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アジェンダ 
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サブスクリプション管理 
ユーザー・サブスクリプション 

 ユーザー・サブスクリプション 

– ユーザー ID、デバイス IDおよびイベント・ソース ID を含むエンティティー。
これは、特定のイベント・ソースから通知を受信するユーザーのインテントを表
します。 

 作成  

– イベント・ソースのユーザー・サブスクリプションは、ユーザーが最初に任意の
デバイスからそのイベント・ソースにサブスクライブした時に作成されます。 

 削除  

– ユーザー・サブスクリプションは、当該ユーザーがそのユーザーのすべてのデバ
イスから、イベント・ソースからのアンサブスクライブを行うと削除されます。 

 通知 

– ユーザー・サブスクリプションが存在している間、Worklight Server は、サブス
クライブ済みユーザーのプッシュ通知を生成することができます。これらの通知
は、アダプター・コードによって、ユーザーがサブスクライブした元となるすべ
てのデバイスまたは一部のデバイスに送信することができます。 
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サブスクリプション管理 
デバイス・サブスクリプション 

 デバイス・サブスクリプションは、ユーザー・サブスクリプション
に属し、特定のユーザーおよびイベント・ソースのスコープ内に存
在します。1 つのユーザー・サブスクリプションで複数のデバイス
・サブスクリプションを持つことができます。 

 デバイス上のアプリケーションが 
WL.Client.Push.subscribe() を呼び出すと、デバイス・サブ

スクリプションが作成されます。 

 デバイス・サブスクリプションは、
WL.Client.Push.unsubscribe() を呼び出すアプリケーション

によって削除されるか、デバイスが永続的にアクセスできないこと
をプッシュ・メディエーターが Worklight サーバーに通知した場合
に削除されます。 
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アジェンダ 
 

 プッシュ通知とは 
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 通知アーキテクチャー 
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– サーバー・サイド 

– クライアント・サイド 

 セットアップ 

– ガイドライン 

– プロジェクト構成 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 最初にイベント・ソースを作成する 

– アダプター JavaScript™ コードで通知イベント・ソースをグローバル・
レベル (JavaScript 関数外) で宣言します。  

 

 

 

 

 

 

– name – イベント・ソースの参照に使用する名前 

– onDeviceSubscribe – ユーザー・サブスクリプション要求の受信時に呼
び出すアダプター関数 

– onDeviceUnsubscribe – ユーザー・アンサブスクライブ要求の受信時に
呼び出すアダプター関数 

– securityTest – イベント・ソースの保護に使用する 
authenticationConfig.xml からのセキュリティー・テスト 

通知をバックエンドによってプッシュする 

 

通知をバックエンドからポーリングする 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 最初にイベント・ソースを作成する 

– アダプター JavaScript コードで通知イベント・ソースをグローバル・
レベル (JavaScript 関数外) で宣言します。 

 

 

 

 

 

 

– poll – 通知を取得するために使用されるメソッド 

• 必要なパラメーターは以下のとおりです。 

– interval – ポーリング間隔 (秒) 

– onPoll – ポーリングの実装 – 指定された間隔で呼び出されるアダプター関数 

通知をバックエンドによってプッシュする 

 

通知をバックエンドからポーリングする 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

前述のとおり、通知はバックエ
ンド・システムからポーリング
するか、バックエンド・システ
ムによってプッシュすることが

できます。この例では、
submitNotifications() ア

ダプター関数が、通知を送信す
る外部 API としてバックエンド

・システムによって呼び出され
ます。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– 通知データを取得します。 

–  

 

submitNotification 

関数は、通知の送信先の 

userId および 

notificationText 

を受け取ります。これら
の引数は、この関数を呼
び出すバックエンド・シ
ステムによって提供され

ます。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– アクティブ・ユーザーを検索し、それを使用してユーザーのサブスクリプ
ション・データを取得します。 

–  

 

ユーザー・サブスクリプション・オブジェクト
にはすべてのユーザーのサブスクリプションに
関する情報が含まれています。各ユーザー・サ
ブスクリプションは複数のデバイス・サブスク

リプションを持つことができます。 

オブジェクト構造は次のとおりです。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– ユーザー・サブスクリプション・データを取得します。 

–  

 

指定されたイベント・ソースに対す
るサブスクリプションをユーザーが
持っていない場合、ヌル・オブジェ

クトが返されます。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– ユーザー・サブスクリプション・データを取得します。 

  
getDeviceSubscriptions 

API メソッドを使用して、ユー

ザーのデバイスごとのサブスク
リプション・データを個別に取
得することができます。この結
果は、次の構造を含むオブジェ

クトの配列となります。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– 通知をユーザーの 1 つまたは複数のデバイスに送信します。 

 

 

 
WL.Server.createDefaultNotification  

API メソッドが、提供された値のデフォルト通
知 JSON ブロックを作成し、返します。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– 通知をユーザーの 1 つまたは複数のデバイスに送信します。 

–  

 

 

 

デバイスにプッシュ
されるテキスト 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– 通知をユーザーの 1 つまたは複数のデバイスに送信します。 

–  

 

アプリケーション・アイコン
またはタイルに表示される 
バッジ番号 (これをサポート

する環境内) 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– 通知をユーザーの 1 つまたは複数のデバイスに送信します。 

 

payload は、アプリケーション

に転送され、カスタム・プロパ
ティーを含むことができる 

JSON オブジェクトです。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信する 

– 通知をユーザーの 1 つまたは複数のデバイスに送信します。 

–  

 

WL.Server.notifyAllDevices  

API メソッドは、ユーザーにサブス

クライブされているすべてのデバイ
スに通知を送信します。 
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通知 API 
サーバー・サイド 

 通知を送信するための API がいくつか存在します。 

– あるユーザーのすべてのデバイスに通知を送信するには、
WL.Server.notifyAllDevices(userSubscription, 

options) を使用します (前述のスライドを参照)。 

– 特定の userSubscription に属する特定のデバイスに通知を送信する
には、WL.Server.notifyDevice(userSubscription, 

device, options) を使用します。 

– 特定のデバイスに通知を送信するには、
WL.Server.notifyDeviceSubscription(deviceSubscript

ion, options) を使用します。 
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通知 API 
クライアント・サイド 

 イベント・ソース – 登録 

– 最初の作業は、アプリケーション内でイベント・ソースを登録することです。 

– IBM Worklight には、イベント・ソースの登録に使用するカスタマイズ可能な 
onReadyToSubscribe 関数が用意されています。 

– onReadyToSubscribe 関数は常に、グローバル JavaScript レベルでセット

アップします。 

– onReadyToSubscribe は、認証の終了時に呼び出されます。 

– API メソッド: 
WL.Client.Push.registerEventSourceCallback(alias, 

adapterName, eventSourceName, callbackFunction) 
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通知 API 
クライアント・サイド 

 イベント・ソース – サブスクライブとアンサブスクライブ 

– ユーザーがサブスクライブするには、認証を受ける必要があります。 

– 以下の API を使用してイベント・ソースにサブスクライブします。 

 

 

 

 

 

 

– WL.Client.Push.subscribe() は以下のパラメーターを受け取ります。 

• WL.Client.Push.registerEventSourceCallback で宣言される別名 

• オプションの onSuccess コールバック 

• オプションの onFailure コールバック 

– コールバックは、必要な場合は応答オブジェクトを受け取ります。 
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通知 API 
クライアント・サイド 

 イベント・ソース – サブスクライブとアンサブスクライブ 

– 以下の API を使用してイベント・ソースからアンサブスクライブします。 

 

 

 

 

 

 

– WL.Client.Push.unsubscribe() は以下のパラメーターを受け取ります。 

• WL.Client.Push.registerEventSourceCallback で宣言される別名 

• オプションの onSuccess コールバック 

• オプションの onFailure コールバック 

– コールバックは、必要な場合は応答オブジェクトを受け取ります。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 39 

通知 API 
クライアント・サイド 

 追加クライアント・サイド API メソッド 

– WL.Client.Push.isPushSupported() – プッシュ通知がプラット
フォームでサポートされている場合は true を返し、そうでない場合は 
false を返します。 

– WL.Client.Push.isSubscribed(alias) – 現在ログインしている
ユーザーが指定のイベント・ソース別名にサブスクライブしているか
どうかを返します。 

 プッシュ通知をデバイスから受信すると、
WL.Client.Push.registerEventSourceCallback で定義された 
コールバック関数が呼び出されます。 この関数は以下の引数を受け取り
ます。 

 

 

 

 プッシュ通知の到着時にアプリケーションがバックグラウンド・モード  
(または非アクティブ) であった場合、アプリケーションがフォアグラウ
ンドに戻ると、このコールバック関数が呼び出されます。 
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アジェンダ 
 

 プッシュ通知とは 

 デバイス・サポート 

 通知アーキテクチャー 

 サブスクリプション管理 

 通知 API 

– サーバー・サイド 

– クライアント・サイド 

 セットアップ 

– ガイドライン 

– プロジェクト構成 
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セットアップ - ガイドライン 
 
 このスライドと後続のスライドで示すように、プッシュ通知のセット 
アップはプラットフォームによって異なります。 

Android 

 プッシュ通知を Android デバイスに送信するには、Google Cloud 
Messaging (GCM) サービスを使用する必要があります。 

 Google の GCM に登録するには、有効な Gmail アカウントが必要です。 

– GCM プロジェクト番号および API キー (これらは後で Worklight プロ
ジェクトで使用される) を取得する方法について詳しくは、
http://developer.android.com/guide/google/gcm/gs.html を参照してくだ
さい。 

– 注: API キーを作成する際には、タイプが「ブラウザー・キー」である
ことを確認してください。 

 Android OS 2.3.x デバイスは Gmail アカウントと同期している必要があ
ります。 

 Android OS 4.x デバイスでは Gmail アカウント同期は課されません。 

 

http://developer.android.com/guide/google/gcm/gs.html
http://developer.android.com/guide/google/gcm/gs.html
http://developer.android.com/guide/google/gcm/gs.html
http://developer.android.com/guide/google/gcm/gs.html
http://developer.android.com/guide/google/gcm/gs.html
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セットアップ - ガイドライン 
 
iOS 

 プッシュ通知を iOS デバイスに送信するには、Apple Push Notifications Service 

(APNS) を使用する必要があります。 

 アプリケーション用の Apple APNS 証明書を取得するには、登録済みの Apple 

iOS デベロッパであることが必要です。APNS 証明書には非ブランクのパスワー
ドが必要です。 

 開発時には、証明書ファイルを apns-certificate-sandbox.p12 に名前変更し、環

境ルート・フォルダーまたはアプリケーション・ルート・フォルダーに入れてく
ださい。環境ルート・フォルダーが最優先されます。  

 実動への移行時には、証明書ファイルを apns-certificate-production.p12 に名前

変更し、環境ルート・フォルダーまたはアプリケーション・ルート・フォルダー
に入れてください。環境ルート・フォルダーが最優先されます。  

 ハイブリッド・アプリケーションに iPhone および iPad の両方の環境が含まれて

いる場合、プッシュ通知には別々の証明書が必要になります。その場合、それら
の証明書は対応する環境フォルダーに置きます。 
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セットアップ - ガイドライン 
 
Windows Phone 8 

 プッシュ通知を Windows Phone 8 デバイスに送信するには、Microsoft 
Push Notifications Service (MPNS) を使用する必要があります。 

 非認証プッシュ通知は、開発者によるセットアップを必要としません。 

 認証プッシュ通知は、Windows Phone Dev Center アカウントを必要と
します。 

 認証プッシュを使用するには、Microsoft トラステッド・ルート認証局
によって発行された証明書を使用する必要があります。 

 

 実動の場合は、自分の情報が含まれないようにするために、認証プッ 
シュ通知の使用を検討してください。非認証プッシュは開発時にのみ使
用するようにしてください。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 44 

セットアップ - ガイドライン 
 

 プッシュ通知を送信するには、以下のサーバーが Worklight サーバーからア
クセス可能でなければなりません。 

 iOS: 

– Sandbox サーバー: 

• gateway.sandbox.push.apple.com:2195 

• feedback.sandbox.push.apple.com:2196 

– 実動サーバー: 

• gateway.push.apple.com:2195 

• Feedback.push.apple.com:2196 

 Android: 

– オープンするポートは 5228、5229、および 5230 です。GCM は通常は 5228 のみ
を使用しますが、時には 5229 および 5230 を使用することもあります。 

– GCM は特定の IP アドレスを提供しないため、Google の ASN 15169 にリストされ
た IP ブロックに含まれるすべての IP アドレスへの発信接続をファイアウォールが
受け入れられるようにする必要があります。 
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セットアップ - ガイドライン 
 

Windows Phone 8: 

 

 サーバー構成内で特定のポートをオープンする必要はありません。
MPNS は正規の http または https 要求を使用します。 
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アジェンダ 
 

 プッシュ通知とは 
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 セットアップ 

– ガイドライン 

– プロジェクト構成 
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セットアップ – プロジェクト構成 
 
 アプリケーションでプッシュ通知をセットアップするには、以下の行を 
application-descriptor.xml ファイルに追加します。 

 これらの設定は、「設計 (Design)」モードの Application Descriptor Editor で
編集することもできます。 

 Android 

 

 

– GCM Web サイトで前もって作成した値を使用します。 

• GCM_Key に API キー値を入れる 

• senderId の代わりにプロジェクト番号の値を入れる 
 

 iOS:  

 

 

– Apple APNS 証明書ファイルをアプリケーション・フォルダーまたは環境
フォルダーのルートに配置します (スライド 42 を参照)。 

– certificate password を実際の証明書パスワードで置き換えます。 
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セットアップ – プロジェクト構成 
 
 Windows Phone 8: 

 非認証プッシュをセットアップするには、以下のようにします。 

 

 

 認証プッシュをセットアップするには、以下のようにします。 

 

 

 

 Worklight プロジェクトでの証明書ファイルの使用について詳しくは、
トピック『Windows Phone 8 用プッシュ通知のセットアップ 

(Setting up push notifications for Windows Phone 8)』の IBM 

Worklight ユーザー文書で提供される指示に従ってください。 
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結果 
  このトレーニング・モジュールのサンプルは、IBM Worklight 文書 Web サイ

ト (http://www.ibm.com/mobile-docs) の「入門」ページにあります。 

http://www.ibm.com/mobile-docs
http://www.ibm.com/mobile-docs
http://www.ibm.com/mobile-docs
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バックエンド・エミュレーター 

 このトレーニング・モジュールのサンプルには、バックエンド・エミュレー
ターが付属しています。このエミュレーターを使用して、バックエンド・シ
ステムによるプッシュ通知送信をシミュレートすることができます。 

 バックエンド・エミュレーターを実行するには、コマンド・プロンプトでサ
ンプル・プロジェクトの PushBackendEmulator フォルダーを開き、提供
されている JAR ファイルを以下の構文を使用して実行します。 

 

– userId は、サンプル・アプリケーションへのログインに使用したユーザー
名です。 

– contextRoot は、Worklight プロジェクトのコンテキスト・ルートです。 

 以下に例を示します。 

 

 

java –jar PushBackendEmulator.jar <userId> <notificationText> <context root> <serverPort-optional> 

java –jar PushBackendEmulator.jar JohnDoe “My first push notification” myContextRoot 10080 
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バックエンド・エミュレーター 

 バックエンド・エミュレーターは、Worklight Server への接続と 
submitNotification() アダプター・プロシージャーの呼び出しを試

行します。 

 コマンド・プロンプト・コンソールに呼び出し結果が出力されます。 

 成功: 

 

 

 

 失敗: 
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確認テスト 
  以下の接続のうち、プッシュ通知が機能するために必要なものは次のうちどれですか。 

– クライアント・アプリケーションが APNS/GCM/MPNS サーバーに接続可能であることが必要。 

– クライアント・アプリケーションが Worklight サーバーに接続可能であることが必要。 

– Worklight サーバーが APNS/GCM/MPNS サーバーに接続可能であることが必要。 

– 上記すべて 

 ユーザーは複数のデバイスを持っており、そのすべてでアプリケーションを使用しています。プッシュ
通知を特定のデバイスに送信することは可能でしょうか。 

– いいえ。Worklight サーバーがプッシュ通知を送信すると、すべてのユーザー・デバイスに配信され
ます。 

– はい。userSubscription には、ユーザーがプッシュ通知への登録に使用した各デバイスの 
deviceSubscription オブジェクトが含まれています。これを使用して特定のデバイスに通知を送信
できます。 

– はい。Worklight サーバーがプッシュ通知を送信すると、ユーザーがログインした最後のデバイスに
この通知が配信されます。 

– いいえ。これはセキュリティー・ブリーチと見なされます。ユーザーが複数のデバイスを持ってい
る場合、通知はまったく送信されません。 

 アプリケーション関連のカスタム・データをプッシュ通知で送信できますか。 

– いいえ。プッシュ通知には、ユーザーに対して表示される通知テキストのみを入れることができま
す。 

– はい。アプリケーション関連のカスタム・データをプッシュ通知で送信できます。この通知を受信
するために、アプリケーションはフォアグラウンドで実行されている必要があります。 

– はい。アプリケーション関連のカスタム・データをプッシュ通知で送信できます。この通知を受信
するために、アプリケーションはバックグラウンドで実行されている必要があります。 

– はい。アプリケーション関連のカスタム・データをプッシュ通知で送信できます。プッシュ通知の
到着時に実行されていなくても、アプリケーションは通知を受信できます。 
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特記事項 

 これらの資料は、以下のご使用条件に同意していただける場合に限りご使用いただけます。 

 本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。 

 本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合があります。日本で利用可能
な製品、サービス、および機能については、日本 IBM の営業担当員にお尋ねください。 本書で IBM 製品、プログ
ラム、またはサービスに言及していても、その IBM 製品、プログラム、または サービスのみが使用可能であること
を意味するものではありません。 これらに代えて、IBM の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の 製
品、プログラム、またはサービスを使用することができます。 ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサ
ービスの 評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。 

 IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を保有している場合があります。 

本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実施権を許諾することを意味するものではありません。実施権
についてのお問い合わせは、書面にて下記宛先にお送りください。  

– 〒103-8510 

東京都中央区日本橋箱崎町19番21号 

日本アイ・ビー・エム株式会社 

法務・知的財産 

知的財産権ライセンス渉外  
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保証することはできません。 
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プライバシー・ポリシーの考慮事項 

 サービス・ソリューションとしてのソフトウェアも含めた IBM ソフトウェア製品 (「ソフトウェア・オファリング」) では、製

品の使用に関する情報の収集、エンド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザーとの対話またはその他の目的
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サポートおよびコメント 

 IBM Worklight の一連の文書、トレーニング資料、および質問をポストできるオンライン・フォーラムはすべて、次の IBM Web サイトか
らご覧になれます。 

– http://www.ibm.com/mobile-docs 

 サポート 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポート (ソフトウェア・メンテナンスと呼ばれる場合もあります) は、パスポート・アドバン
テージおよびパスポート・アドバンテージ・エクスプレスから購入されたライセンスに含まれています。International Passport 
Advantage Agreement および IBM International Passport Advantage Express Agreement の追加情報については、次のパスポート・ア
ドバンテージ Web サイトを参照してください。 

• http://www.ibm.com/software/passportadvantage 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポートが有効になっている場合、IBM は、インストールおよび使用法 (ハウツー) に関する短
期間の FAQ に対するサポートや、コード関連の質問に対するサポートを提供します。詳しくは、次の IBM ソフトウェア・サポート
・ハンドブックを参照してください。 

• http://www.ibm.com/support/handbook 

 ご意見 

– 本資料に関するご意見をお寄せください。本資料の具体的な誤りや欠落、正確性、編成、題材、または完成度に関するご意見をお寄
せください。お寄せいただくご意見は、本マニュアルまたは製品の情報、およびその情報の提示方法に関するもののみとしてくださ
い。 

– 製品の技術的な質問および情報、および価格については、担当の IBM 営業所、IBM ビジネス・パートナー、または認定リマーケター
にお問い合わせください。 

– IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは
配布することができるものとします。IBM またはいかなる組織も、お客様から提示された問題についてご連絡を差し上げる場合にの
み、お客様が提供する個人情報を使用するものとします。 

– どうぞよろしくお願いいたします。 

– 次の IBM Worklight Developer Edition サポート・コミュニティーにご意見をお寄せください。 

• https://www.ibm.com/developerworks/mobile/worklight/connect.html 

– IBM からの回答を希望される場合は、以下の情報をご連絡ください。 

• 氏名 

• 住所 

• 企業または組織 

• 電話番号 

• E メール・アドレス 

http://www.ibm.com/mobile-docs
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ありがとうございました 
 


